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L
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D
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負
タ
多
翫
急
ん
舞
却
γ
綴

おもな記号

音速

翼枚数

翼弦長

壁面摩擦係数

揚力係数

すべり速度

羽根枚数無限大の羽根車入口絶対速度の周方向成分

羽根枚数無限大の羽根車出口絶対速度の周方向成分

メリディアン速度

経験定数

相対座標系における後流の編

絶対座標系における後流の編

羽根車内径

羽根車外径

費金内径

羽根厚さ

音響出力

周波数

重力加速度

有効ヘッド

羽根枚数有限の理論ヘッド

羽根枚数無限の理論ヘッド

羽根入ロスパン

羽根出目スパン

損失ヘッド

羽根車内の損失ヘッド

壁面摩擦による損失ヘッド

翼負荷に基づく損失ヘッド

入尉角

無衝突入射角

整数

A特性の音圧レベルに基づく比騒音レベル

L特性の音圧レベルに基づく比騒音レベル
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エn／s

m

齢
麟
鵡
鵡
齢
m
艶

魚

m
狙
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W
地
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m
磁

搬

拠

搬

搬

m
m
m
deg

deg

B
B
d
d



五

N
盈

盈

Pl
P17

P5
P孟

P
ρθ

P蛾

Q
Q1　　’

Q2
Q3
τ

r1
∫2

S
3ご

8孟

SPZ（A）．

皿（L））

丁彗

哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

衝
鰯
u
γ
巧
巧
佐
％
％
砂
砂

　ファン入力

　回転数

　揮ブ数

　高調波の次数

　圧力損失

　全圧損失

　静圧

蟹
　音圧または翼の上下面の圧力差

　最小可聴、音圧

　圧力上昇

流量または質量

送風機流量

ベルマウスとシュラウド問の漏れ流量

送風機流量

音源と観測点問の距離

羽根車内半径

羽根車外半径

投影面積

相関面積

スト導ハル数

A特性の音圧レベル

L特性の音圧レベル

音響応力

時闘

羽根車入目周速度

羽根車出口周速度

絶対速度

静翼枚数

羽根出口絶対速度または漏れ流れの速度

混合後の速度

羽根鐵口絶対速度の半径方向成分速度

羽根入q絶対速度の周方向成分

羽根出口絶対速度の周方向成分

代表相対速度

羽根入目相対速度

駁一

W．

増搬

PaまたはmmA傑

PaまたはmmAq

Paまたは搬mAq
？aまたは皿縫A蔓

　　　　Pa

　　　　P轟

Paまたは窺mA蔓

m3／hまたはk　g〆s

m．3／hまたはm3／s

m3／hまたはm3／s

斑3伍またはm3／s

m
m
m
　2m
　2m
m2
dB

dB

N・m
S

m／s

m／s

m／s

m／s

m／s

m／s

m／s

m／s

m／s
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t

研
x
z
β
β
r
γ
γ
物
△
δ
が
ζ
ζ
η
θ
2
μ
μ
ρ
び
び
φ
ψ
の

　　羽根出口相対速度

　　　座標

　　　スパン方向題離

　　　流入角

　　　流毘角

　　　翼周りの循環

　　　放崖渦の循環

　　　設計入目角

　　　設計出臼角

　　　損失ヘッド

：　　出P偏差角

　　　貝金すきま

　　　損失係数

　　　曲がりによる損失係数

　　　ファン効率

　　　音源を中心としてファンの軸中心と観灘点のなす角

　　　動力係数

　　　粘性係数

　　　粘姓係数

　　　空気密度

　　　すべり係数

：　　　乱流プラントル数

　　　流量係数

　　　圧力係数

　　　角速度

m／s

　m

　斑

　deg．

　deg．

　lm2／s

　斑2／s

　deg．

　deg，

　搬

　deg．

mまたはmm．

de9

kg触3

rad／s
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